
別紙

１．仙台市地域公共交通計画の基本的な事項に関する意見

No. 意見の概要 本市の考え方 委員からの修正意見（概要） 対応

1

計画の位置づけについて、上位

計画との関係では第一順位に

「仙台市総合計画」第二順位に

「せんだい都市交通プラン」そ

の下位に本計画が位置づけられ

るものではないか。

せんだい都市交通プランは、公共交通だけで

なく、自動車、自転車、歩行者等、幅広い手

段に関する交通体系を位置付けるものであ

り、本市における交通政策の指針を定めたも

のでございます。

本計画は、公共交通に特化して策定するもの

です。

本計画においては、持続可能な公共交通体系

の維持・推進を図るため、具体な公共交通

ネットワークや施策について位置づけたもの

でございます。

質問者が納得しやすい表現にした方が良

い。

せんだい都市交通プランは、公共交通だけで

なく、自動車、自転車、歩行者等、幅広い手

段に関する交通体系を位置付けるものであ

り、本市における交通政策の指針を定めたも

のでございます。

本計画は、持続可能な公共交通体系の維持・

推進を図るため、具体な公共交通ネットワー

クや施策について位置づけるものであり、公

共交通に特化して策定するものであることか

ら、せんだい都市交通プランの下位に位置づ

けられるものではなく、関連計画として定め

ております。

５．公共交通体系を実現するための施策に関する意見

（３）地域交通の維持・確保・充実に関する意見（18件）

No. 意見の概要 本市の考え方 委員からの修正意見（概要） 対応

3

「みんなで育む多様な交通確保

エリア」における意見交換会に

は、地域の特定の人だけではな

く様々な立場の人が参加すべき

であり、地域にあった方法を考

える必要がある。市も主体的に

考えを発信してほしい。

（同意見6件）

4

路線バスの維持や循環バス、そ

れを補完するデマンド交通、

フィーダー路線など様々な案を

合わせた検討をしたらどうか。

パブリックコメントへの委員からの修正意見を踏まえた対応

「みんなで育む多様な交通確保エリア」にお

ける具体の取り組みにつきましては、施策④

2）地域の移動手段確保について考える意見

交換会の実施（本編P5-9）に記載しており、

地域の皆様、交通事業者、行政の三者による

意見交換を実施し、地域の実情に応じた移動

手段の確保・充実に向けた検討を行うことと

しております。

意見交換を行う際には、地域に関わる方や利

用者など様々な立場の方の参加によりニーズ

の適切な把握が可能となるよう努めてまいり

ます。

地域での十分な議論は望ましいものの、

実際の利用者の意見を適切に把握し、議

論していくべきと考えており、「実際の

利用者」の意見を中心に議論を進める必

要があると考えております。

また、参加者を公募する場合、かえって

意見が偏る懸念があります。

そこで、「意見交換を行う際には・・」

以降の文章は「実際の利用者の方々のお

声などニーズを適切に把握していくよう

開催方法を検討してまいります」と修正

してはいかがか。

「みんなで育む多様な交通確保エリア」にお

ける具体の取り組みにつきましては、施策④

2）地域の移動手段確保について考える意見

交換会の実施（本編P5-9）に記載しており、

地域の皆様、交通事業者、行政の三者による

意見交換を実施し、地域の実情に応じた移動

手段の確保・充実に向けた検討を行うことと

しております。

意見交換を行う際には、地域の皆様から参加

者を公募するなどして、様々な立場の方の参

加が可能となるよう努めてまいります。



７．その他の意見

No. 意見の概要 本市の考え方 委員からの修正意見（概要） 対応

5

地域交通を進めているが、地域

公共交通会議が壁になってい

る。地域公共交通会議という既

得権の尊重が大きな問題点では

ないか。

また、地域公共交通会議に移動

制約のある方の会の参加又は意

見交換の機会や都市交通デザイ

ンとして大学等と連携し、新し

いシステムを構築するなど、よ

り広く意見やアイデアを集めて

ほしい。

（同意見1件）

地域公共交通会議は、道路運送法施行規則の

規定に基づき、地域の実情に応じた輸送サー

ビスの実現に必要となる事項を協議するため

に設置しているものであり、本市が支援する

地域交通については、地域公共交通会議での

合意が必要となります。

また、移動制約のある当事者やその送迎サー

ビスを担う団体等により構成される会議で、

NPO等が実施する福祉有償運送に関する必要

事項を協議する場として、本市では、福祉有

償運送運営協議会を設置しております。

より広く意見やアイデアを集める方法につき

ましても、ご意見を参考にしながら検討して

まいります。

地域での十分な議論は望ましいものの、

実際の利用者の意見を適切に把握し、議

論していくべきと考えており、「実際の

利用者」の意見を中心に議論を進める必

要があると考えております。

そこで、「より広く意見」は「ニーズの

適切な把握」と修正してはいかがか。

地域公共交通会議は、道路運送法施行規則の

規定に基づき、地域の実情に応じた輸送サー

ビスの実現に必要となる事項を協議するため

に設置しているものであり、本市が支援する

地域交通については、地域公共交通会議での

合意が必要となります。

また、移動制約のある当事者やその送迎サー

ビスを担う団体等により構成される会議で、

NPO等が実施する福祉有償運送に関する必要

事項を協議する場として、本市では、福祉有

償運送運営協議会を設置しております。

ニーズの適切な把握やアイデアを集める方法

につきましても、ご意見を参考にしながら検

討してまいります。

上記のほか、文章の体裁や誤記の修正を行いました。

また、今後、具体策の検討を行う際には「地域との意見交換」や「様々な人々との意見交換」を行いながら進めていく必要がある旨の意見を頂きましたので、適切に対応し

てまいりたいと考えております。


